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CPAP装置におけるリザーパーバッグの検討
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はじめに

CPAPによる呼吸管理において，CPAP装置

はcontinuousflow typeのも のが主流 となり，

多くの施設でいろいろな工夫を凝らした CPAP

装置が考案されている。その中でリザーパーバッ

グに関しでも，その容量，装着する位置などにつ

いて詳細に検討した報告は多い1)2)。今回われわ

れは，数種類のリザーパーパッグを用いそのコン

ブライアンスを求め，コンプライアンスの違いに

よる CPAP装置の回路内圧に及ぼす影響に関し

て検討を加えた。また， CPAPによる呼吸管理

において， high PEEPをかけた場合によく経験

するのはリザーパーバッグの過度の膨張であり ，

われわれはその膨張に対しネットを装着して対応

している九このネットがどのような効果を及ぼ

しているかについても検討した。

方法

対象として 7種類の5L麻酔用リザーパーバッ

グを用い，ま ず各リザーパーバッグに 100m!ず

つポンプを用いて空気を注入し，その時の内圧を

記録することにより，それぞれのコンブライアン

スを求めた。なお，空気の注入は総量が 10Lと

なるまでもしくは内圧が40mmHgとなるまでと

した。

次にその結果より対照的なコンプライアンスを

持つ 2種類のリザーパーバッグを選び，ネットを

1， 2， 3枚と装着した場合のコンプライア ンスを

求めた。ネットは日本シグマックス社製ニューレ
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テラタイを用いリザーパーバッグ全体を覆うよう

にした。素材はテトロ ンと綿の混合糸で，その他

の素材に関する検討は行わなかった。

更に，上記の2種類のリザーパーバッグをそれ

ぞれ 2個ずつ自家製の CPAP装置に装着し，

CPAP 10， 20， 30 cm H20の状態における P-V

カーブを，ネットを装着しない場合と し 3枚と

装着した場合で測定した。

CPAP装置の回路図を図1に示す。リザーパー

バッグ 2個を用いており，その装着位置は一方向

弁の前後で加湿器の後ろとなっている。また

PEEP弁はバルーン弁を用いている。 2つの流

量計より 15L/分ずつ計30L/分の流量が得られ，

またネブライザーも使用できるように回路に組み

込まれている。この CPAP装置をモデル肺(五

十嵐社製 MODELT3)に接続し，日本光電社製

呼吸モニター OMR7101にて P-vカーブを測定

した。モデル肺の条件は RR15， TV 400でコン

ブライアンス，抵抗は測定できなかったが一定の

状態で行った。

結果

図2に各種リザーパーバッグのコンブライアン

スを示す。 20mmHgのところで 0.055L/ 

mmHgから 0.3L/mmHgとパッグ間でかなり

の差が認められたが，①②のコンブライアンス

の高い群と③④⑤⑥⑦のコンブライアンスの

低い群とに分けることができた。

次に図3の左にコンブライ アンスの低い群のリ

ザーパーバッグ，右にコンプライアンスの高い群

のリザーパーバッグにネッ トを装着した場合のコ

ンブライアンスについて検討した結果を示す。コ

ンブライアンスの低いバッグではネッ トを伺枚装



-130ー

Volume 
(LJ 

10 

5~ 戸rァー

0
1r 

10 

Voluπle 
(l) 

10 

5 

O 

20 
Pressure 

O. 

図 1CPAP装置回路図
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図 2 各種リザーパーパッグのコンプライアンス
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図 3

左 コンプライアンスの低いリザーパーバッグ

右 コンプライアンスの高いリザーパーバッグ
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図 4

左 コンブライアンスの低いリザーパーバッグ

右 コンプライアンスの高いリザーパーバッグ

装着時の P-Vカーブ

着しでもほぼ同様の変動を示し明らかな差は認め

られなかった。一方コンブライアンスの高いパッ

グではネッ ト2枚までは明らかな差は認めず，20 

mmHgでコンプライアンスは 0.2L/mmHgで

あった 3枚のネッ ト装着により 0.13L/mmHg 

とわずかにコンブライア ンスの低下が認め られ

た。

図4にコンブライアンスの低いリザーパーバッ

グと高いリザーパーバッグ装着時のP-Vカーブ

を示す。 PEEP10， 20 cm H20のものでは，両

者ともネッ ト装着の有無にかかわらず回路内圧の

変動はほとんど変わっていない。 更にPEEP 30 

cmH20としても，コ ンプライアンスの低いバッ

グではやはり変化が認められなかった。しかしコ

ンブライアンスの高いバッグではネット装着によ

り回路内圧の変動ムPが4.8cm H20から 2.8

cmH20と少なく抑えられた。

考察

CPAPによる呼吸管理においては，患者の呼

吸仕事量を軽減するという面から回路内圧の変動

をいかに小さく 抑えるかということが重要であ

る。そのためにhighflow typeのCPAP装置が

考案され，更に CPAP装置における回路の太さ，

リザーパーバッグの容量，位置，一方向弁の有無

など様々な検討がなされている。その中で今回わ

れわれはリザーパーバッグのコンブライアンスに

関して実験を行った。 7種類のリザーパーバッグ

の測定からコンブライアンスの低いものと高いも

のに分けることができ，これは材質，製造方法に

よる差が現われたものと思われた。しかし，残念

ながらその点に関しては，企業秘密のため資料が

手に入らず比較検討することはできなかった。

また， P-Vカーブによる比較ではコ ンプラ イ

アンスの高いものを用い highPEEPをかけた場

合に回路内圧の変動が明らかに大き くなってお

り，吸気努力が増加すると思われた。これは

Braschiらの報告叫とは反対の結果となってし

まったが，リザーパーバッグの容量，一方向弁の

有無など装置の違いによ るものと推測され， 今回

使用した CPAP装置では，よりコンブライアン

スの低いバッグか適していると考えられた。

次にネット装着に関してであるが， 図2に示し

たようにコンブライアンスの高いバッグに装着し

た場合に，そのコンプライアンスを低下させる効

果があった。これは 図3のP-Vカーブによる比

較においても，とくに highPEEPをかげた場合

の回路内圧の変動を小さく 抑える効果があり有意

義なことであると 思われた。すなわち，high 

PEEPをかけざるを得ない程，呼吸不全の進行

している状態ではコンプライ アンスの低いリザー

ノfーバッグを使用するか，もしくはコンブライア

ンスの高いバッグでもネッ トを装着し，コンブラ

イアンスを低くした状態で使用することにより，
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その吸気努力の軽減が期待できると思われた。

なお，今回の実験モデルではモデル肺が機械的

に呼出を行っていたため，呼気に関する検討は加

えられず， リザーパーパッグのコンブライアンス

が呼気にどのような影響を与えているかは今後更

に検討を要すると思われた。

まとめ

コンブライアンスの異なるリザーパーバッグを

用いて CPAP装置の回路内圧に及ぽす影響を検

討した。

l コンブライアンスの低いバッグでは，ネッ

ト装着の有無にかかわらず，high PEEPをかけ

ても回路内圧の変動は少なかった。

2 コンブライアンスの高いパッグにおいて

は，high PEEPをかけた場合回路内圧の変動が

大きくなるが，これはネッ トを装着することによ

り改善させることができた。
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